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９月授業予定のご案内



９月は「文字」をテーマに、伝えやすい形について考えて
いきます。古代の人が人に何かを伝えるときに、形を描き、
それが文字に発展していった過程を追体験してみます。

「むつかしい絵だと時間がかかる！」「だれが見てもわか
る形って？」自分達で文字を考えるとしたら、どんなこと
を工夫するでしょうか。

実は、スマホの絵文字や、看板や地図のピクトグラムなど、
今もよく目にするデザイン技法であることに気づきながら
体験していきます。どんな文字が登場するか、楽しみにし
ていてくださいね。

１回目 形をかんたんにして伝えよう！

朝の「おはよう」を絵文字で伝えることに
チャレンジします。

太陽や朝顔、歯磨きだったり、眠い・・・な
ど。いろいろなイメージをかんたんな形にし
て描きます。

遺跡から発掘されたようなレリーフの作品に
仕上げます。ご期待ください！

パウル・クレーは、20世紀を代表するスイス出身
の画家です。子供や原始的な芸術が持つ「純粋な
エネルギー」を生涯かけて追求しました。
今回は、そんなクレーの精神とも共通する学びに
なりそうですね！



２回目はフェルトを使った鳥の制作にチャレンジです。
鳥をモチーフに、 １回目に体験した形をかんたんにするた
めの特徴を部位（パーツ）として分け、それを組み合わせ
て立体で表現します。

かんたんな形でも鳥に見えるかな！？

もしかしたら、アザラシ？に見えたり、組み合わせによっ
ては、全く別のものに見えたりするかも知れません。
シンプルな形がイメージを広げたり、互換性があることに
も気づきがあるかもしれませんね！
お子さまと一緒に組み合わせを替えたりもして、楽しんで
みてくださいね！

２回目 かんたんな形で鳥を表現しよう！

形をパーツにしてみると、また新しい発見があるかも知れないね。
想像力を開放して、組み合わせを変えて形の面白さを体験してみよう！



お家でのおはなしポイント

≪今月のアートの学び≫

1. 想像力と創造性
物や目に見えない現象を、シンプルな絵として形にしていくことで想像力が養われます。試行錯誤し
た結果が、自分の考えを反映したアートという表現になることで、アイデアを形にする自信へとつな
がっていきます。

2.本質を見抜く力
観察したもの、想像したものをシンプルにする過程で、自分が思う最も重要な要素となるものを見出
すことが、本質を見抜く力を養います。また、自分が必要と考えない要素を引いていく過程における
思考が、制作者自身の論理的思考力を養います。

3. 表現の感性
写実と違い、見えるものの情報を整理し抽象化していく過程において、深く考える力が養われます。
取捨選択を判断する中で感性が育ち、様々な状況で考えることができるようになっていきます。

「これは朝ごはんの絵かな？？」
「鳥さんみたいだね？でも他のものにも見える？」
など、形の誕生から伝えやすく工夫したところまで、多様な視点から聞いて
あげてください。お子さまの思いがけないアイデアに驚くかもしれませんよ。
「なるほどー！」と、いっしょにプロセスを楽しんでみてください。


